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癌6例中2例に陽性であった．以上より，1111n－19－9

F（ab’）2および17－lA　F（ab’）2は，腫瘍イメージングに

有用であると思われた．
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点もOC－125のみを用いる系よりも優れていた．この系

を用いて各種癌患者の血清中の抗原濃度を測定したが，

肺腺癌，膵癌，卵巣癌において高値を示した．

5．1251標識CEAモノクローナル抗体のCEA産生腫

　瘍における局在

　一ポリクローナル抗体との比較一
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　CEA産生腫瘍（SC－2－Jck）を移植したヌードマウスに

1251標識抗CEAモノクローナル抗体（MoAb）およびポ

リクローナル抗体（PoAb）をそれぞれ静注し，24，72，

120時間後に屠殺し各臓器および血液1g当たりの放射

能比を求めた．72時間までは腫瘍血液比に両抗体での差

はみられなかったが，120時間後ではMoAbのクリア

ランスはより速やかであり，腫瘍血液比はMoAbで4．6，

PoAbで1．3とMoAbが優れていた．

　静注120時間後のオートラジオグラムでは両抗体とも

にCEA産生腫瘍への選択的集積が認められた．両抗体

での腫瘍への経時的取り込みの差について考察した．

7．肺癌におけるTPA測定の意義

　一CEAとの比較一
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　病理組織型ならびに病期分類が確定した原発性肺癌に

つき，同一検体で測定したCEAと比較し，肺癌におけ

るTPA測定の意義を検討した．

　その結果，全体特に扁平上皮癌の陽性率はCEAと比

べ有意に高値を示し，扁平上皮癌と小細胞癌の間で有意

差を呈した．病期分類別の陽性率は，CEAと同様に，

病期の進行とともに上昇した．経時的測定において，

TPA値はCEAと比べ急激な変動を示す例が多く，そ

の大多数で続発性炎症の合併または消失があるか放射線

等治療が行われていた．CEAとの相関は全体では軽度

であったが，CEA低値・TPA高値の群を除くと比較的

高い相関性が得られた．

6・肺腺癌細胞株PC・9を用いて作成した新しい抗腫瘍

　　モノクローナル抗体の検討
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　われわれがPC・9を用いて作成した2種のモノクロー

ナル抗体：130－22，145－9はPC－9の細胞膜に存在する

抗原，CA－125を認識するが，卵巣癌に対して作成され

たOC－125とは別の抗原決定基を認識していることが判

った．これらの抗体を用いて確立したRIA系は，従来

のOC－125のみを用いるCA－125のRIA系より抗原濃

度が低い領域で感度が高く，またprozone現象の少ない

8．201Tl心筋シンチグラフィのブルズアイ表示使用経

　験について
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　心筋梗塞（MI），狭心症（AP），肥大型心筋症（HOCM）

の7例にエルゴメータ負荷および再分布のTl－201心筋

シンチグラフィを行い，ブルズアイプログラムで解析し，

心電図，超音波，心血管造影，Tc－99m心プールの結果

と比較した．MI例では検査結果は相互間で良く一致し

たが，AP例ではブルズアイ分析にて側壁に負荷時欠損

があり，再分布にて消失していた．これらは他の検査と

必ずしも良い一致をしていなかった．HCCMでは中隔

の取り込みが増加していたが，超音波，心プールで逆に

低下していた．ブルズアイのAP評価の他の検査との不

一致は，過評価の可能性があり新しい標準ファイルの作

製，および症例の積み重ねによる改善をはかることが考

えられた．
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